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1. 調査研究の背景と目的 

愛玩動物用飼料（ペットフード）の安全性

はペットの健康のみならず、人の健康にも影

響を及ぼす重要な課題である。平成21年には、

「愛がん動物用飼料の安全性の確保に関する

法律」（ペットフード安全法）が施行された。

しかしながら、近年、人獣共通感染症である

サルモネラに汚染されたペットフードの給餌

により、犬 14 匹がサルモネラ感染症により死

亡した例が報道されている。サルモネラは人

へも感染することから、ペットフード由来の

微生物が愛玩動物を介して、人の健康に悪影

響を及ぼす危険性があることをこの事例は示

している。 

こういった事例があるとはいえ、犬・猫の

餌はペットフード安全法にて、安全なペットフ

ードのために守るべき基準・規格が定められて

おり、一定の安全性が担保されている。一方で、

愛玩鳥の餌はペットフード安全法の規定外で

あり、微生物や化学物質汚染などの実態はこれ

まで調べられていない。実際、愛玩鳥の餌を材

料として真菌や細菌を培養してみたところ多

数の微生物が検出された。犬猫のペットフード

と異なり、愛玩鳥の餌は微生物コントロールが

なされておらず、多くの病原微生物に汚染され

ている可能性が高いものと推察される。 

そこで、本研究では市販されている愛玩鳥

の餌の衛生状態を明らかにする目的で、特に真

菌に焦点を当て、分離・同定を行った。 

 

２．材料と方法  

愛玩鳥の餌はネット通販にて一般の消費

者と同様の方法で購入した。餌の製造販売会

社 19 社が市販する 72 種類の異なる愛玩鳥の

餌を調査に使用した。 

愛玩鳥の餌 10g をビーズ入りの 90 ml の
滅菌蒸留水とともにストマッカーに入れ、よ

く混和した。その上清 0.1ml をクロラムフェニ

コール加ポテトデキストロース寒天(PDA)に

塗布し、25℃にて 7 日間培養した。培地上に

発育コロニーの色および形態から分類および

同定を行い、それぞれのコロニー数を計数し

た。同一と分類されるコロニーが同一検体か

ら複数認められた場合には、代表的なコロニ

ーを真菌の同定に供した。同定は形態観察お

よび遺伝子塩基配列相同性にて行った。 

 

3．結果 

市販の愛玩鳥の餌 72 検体のうち 58 検体

（80.6%）から真菌が分離された。菌種ごとの

中央値は 1〜3×104 CFU/g であり、全ての菌種に

おいて汚染菌数はそれほど多くないことが示さ

れた（図 1）。 
分離された 182 菌株のうち、157 菌株が同定

された。アスペルギルス属が最も多く、89 菌株

（56.7%）を占めた（表 1）。アスペルギルス属

の真菌は、72 検体中 45 検体から少なくとも 1
種が同定されており、高い汚染率が示された

（62.5%）。検出されたアスペルギルスの内訳を

みると（表 2）、最も多く検出されたのは A. niger
または近縁菌であり、30 菌株であった（33.7%）。

アスペルギルス症の原因となる A. fumigatus, A. 
flavus, A.terreus が 22〜37 菌株（同定された 157
菌株中 14.0-23.6%, 同定されたアスペルギルス 



 
 

 
の 89 菌株中 24.7-41.6%）であった。カビ毒産

生性のアスペルギルスである A. flavus, A. niger
または近縁種, A. vesicolor が 34 から 50 菌株（同

上 21.7-31.2%, 38.2-55%）であった。アスペルギ

ルス症またはカビ毒を産生して人に健康被害を

与える可能性のあるアスペルギルスは、54〜69
菌株（同上 34.4-44.6%, 60.7-78.7%）であり、さ

らにこれらのAspergillus が少なくとも一種検出

された検体は、36〜39 検体（50.0-54.2%）であ

り、半数を超える検体が健康被害を引き起こす

可能性のあるアスペルギルスに汚染されている

ことが明らかとなった。 
 
4．考察 

今回、愛玩の餌における分離頻度を調べたと

ころ、汚染菌数はそれほど多くなかったが、ア

スペルギルスの分離頻度が高かった。 
アスペルギルスは、医真菌学分野においては

ヒトや動物に感染症（アスペルギルス症）を引

き起こすのみならず、アフラトキシンを中心と

したカビ毒を産生することが知られている。 
今回最も多く分離された A. nigerはオクラト

キシン 1)やフモニシン B22)といったカビ毒産生

性が確認されている。A. flavus は感染によりア

スペルギルス症を惹き起こすとともに、アフラ

トキシン産生性を持つ。A. flavus が産生するア

フラトキシンの中でもアフラトキシン B1 は天

然物質中で最強の発癌性物質のひとつであり、

食品衛生法による規制がなされている。A. 
terreus は極度の免疫不全の患者にリスクがあり

予後不良である 3)。また、A. vesicolor はステリ

グマトシスチン産生性を持つ。また、フザリウ

ムも免疫機能の低下した患者に重い深在性真菌

症を惹き起こす場合があり、トリコテセンとい

うカビ毒を産生する株も存在する。 
今回分離・同定されたいずれのアスペルギル

ス属菌も環境中に存在し、穀物などの食品と関

連の深いものであるから、愛玩鳥の餌から分離

されたことは不思議ではない。アスペルギルス

症の原因となる A. fumigatus, A. flavus, A.terreus
が多くの検体から分離されたが、アスペルギル

ス症の発症は免疫低下や高齢がリスクファクタ

ーとなることから、愛玩鳥の飼い主さんの身体

の状況によっては愛玩鳥のお世話をする際に通

常のマスクやN95などの高性能マスクによる防

衛を検討する必要があるであろう。また、A. 
flavus, A. niger または近縁種, A. vesicolor などの

カビ毒産生性のアスペルギルスが検出されてい

る。このため、カビの増殖およびカビ毒の産生



を抑えるために愛玩鳥の餌の適切な管理が求め

られる。 
愛玩鳥の餌は海外から輸入されることが多

いが、食品ではないためにアフラトキシンにつ

いて検査されておらず、またペットフード安全

法の対象外でもある。マイコトキシンを産生す

るアスペルギルス属菌は、亜熱帯や熱帯地方に

分布していることが知られており、今後、分離

されたアスペルギルスのカビ毒産生性が確認さ

れれば、餌の由来を知るとともに餌中のアフラ

トキシンを調べる必要がある。 
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